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子
供
た
ち
の
体
力
向
上
に

豊
茂
小
学
校
の
南
隣
に
住
民
待
望
の

屋
内
運
動
場
(
体
育
館
)
が
二
月
二
十

日
完
成
し
ま
し
た
。

同
小
の
屋
内
体
育
施
設
は
な
く
、
学

校
、
住
民
と
も
に
久
し
く
望
ん
で
い
た

も
の
で
、
雨
天
の
場
合
な
ど
は
公
民
館

の
大
ホ
l
ル
を
利
用
し
て
い
ま
し
た

が
、
総
事
業
費
九
千
百
四
十
万
円
で
昨

年
九
月
か
ら
建
設
工
事
を
進
め
て
い
た

も
の
で
す
。

建
築
面
積
は
五
五
二
・
一
二
平
方
灯
、

床
延
面
積
六
四
三
・
八
二
平
方
灯
。
鉄
骨

造
り
一
階
(
一
部
二
階
)
建
て
で
、
競

技
は
パ
レ
l
、
パ
ス
ケ
y

ト
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
な
ど
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

落
成
式
は
同
体
育
館
で
三
月
二
日
に

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子

供
た
ち
の
体
力
向
上
に
役
立
っ
て
欲
し

い
も
の
で
す
。
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2 一一

円
一
欄
翻
鱒
川

ー
長
浜
町
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
1

地
方
の
行
財
政
を
め
ぐ
る
環
境
は
、

き
わ
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
克
服
し
て
、
高
齢
化
社
会
、
高

度
情
報
化
社
会
、
ま
た
皆
さ
ん
方
の

一一
l
ズ
に
対
応
し
て
、
活
力
あ
る
地
域

社
会
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
私

た
ち
の
務
め
で
す
。

こ
の
た
め
、
既
存
の
制
度
や
組
織
を

見
直
し
、
効
率
の
よ
い
行
政
を
実
現
す

る
こ
と
が
地
方
に
お
け
る
行
政
の
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

…一一…行政改革大綱を策定

当
町
は
、
昭
和
四
十
七
年
「
楽
し
く

住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
「
豊
か
で
働
き

が
い
の
あ
る
町
守
つ
く
り
」
「
美
し
い
人

情
と
文
化
の
町

ε

つ
く
り
」
を
長
期
振
興

計
画
基
本
構
想
の
基
本
理
念
に
掲
げ
て
、

豊
か
な
生
活
環
境
守
つ
く
り
に
ま
い
進
し

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
希
望
が
永
遠
に
絶
え
な
い

よ
う
に
、
物
心
両
面
の
豊
か
さ
を
築
く

努
力
と
し
て
、
好
ま
し
く
な
い
条
件
を

取
り
除
き
、
よ
り
好
ま
し
い
条
件
を
多

長
浜
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
と
行

革
推
進
本
部
で
は
、
ぜ
い
肉
の
な
い
引

き
締
ま
っ
た

d
pで
、
よ
り
よ
い
町
・
つ

く
り
を
進
め
よ
う
と
、
町
政
の
あ
り
方

を
検
討
し
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会
が

提
言
を
行
い
、
そ
れ
に
基
つ
い
て
行
革

推
進
本
部
で
は
長
浜
町
行
政
改
革
大
綱

を
策
定
し
ま
し
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て

は
最
も
身
近
な
場
で
の
行
革
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
こ
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

サービスの低下を
まねかないように

く
取
り
入
れ
た
行
政
及
ぴ
住
民
生
活
の

姿
を
築
い
て
い
く
こ
と
は
、
行
政
機
関

に
と
っ
て
緊
急
か
っ
、
水
遠
の
課
題
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
町
に
お
い
て
も
変
ぼ
う
す
る
行
政

需
要
に
対
し
、
ひ
っ
迫
す
る
財
政
状
況

の
中
で
こ
れ
に
ご
と
え
、
地
域
住
民
の
活

性
化
、
住
民
福
祉
の
増
進
を
維
持
向
上

さ
せ
て
い
く
に
は
行
財
政
各
般
に
わ
た

る
見
直
し
と
改
善
の
努
力
が
不
可
欠
で

す
。
こ
れ
ま
で
に
も
改
革
に
努
力
を
傾

注
し
て
き
ま
し
た
が
、
視
点
を
新
た
に

長
浜
町
行
政
改
革
大
綱
を
定
め
て
、
豊

か
な
地
域
行
政
を
推
進
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

ま
た
、
行
政
改
革
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
長
浜
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会

の
提
言
を
尊
重
し
、
町
議
会
と
連
携
し

な
が
ら
全
庁
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

措
置
事
項

長
期
的
改
革
の
方
針
及
び
当
面
の
措

置
事
項
は
次
の
通
り
で
す
。

ー
、
事
務
事
業
の
見
直
し

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ

る
た
め
行
財
政
の
無
駄
を
省
き
、
処
理

の
簡
素
化
、
迅
速
化
、
能
率
化
等
を
主

眼
に
事
務
の
見
直
し
を
行
い
、
縮
小
お

よ
び
廃
止
統
合
を
図
り
、
建
設
的
事
業

に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
執
行
体
制
を

確
立
す
る
と
共
に
、
時
代
の
推
移
に
伴

う
行
政
需
要
の
変
化
に
弾
力
的
に
対
応

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

⑮
現
行
各
種
補
助
金
の
額
又
は
率
を
昭

和
六
十
三
年
度
ま
で
据
え
置
き
、
不
要

な
も
の
、
効
果
の
乏
し
い
も
の
は
廃
止

又
は
削
減
す
る
。

@
老
人
ホ
l
ム
収
容
定
員
を
十
人
削
減

す
る
。

@
廃
棄
物
処
理
業
務
を
広
域
事
務
組
合

で戸付、っ。

2
、
組
織
、
機
構
の
簡
素
合
理
化

職
員
の
意
識
高
揚
を
図
り
な
が
ら
、

少
数
精
鋭
主
義
で
効
率
的
な
行
政
を
遂

行
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
わ
か
り
や
す
い
組
織

事
務
能
率
の
向
上
が
図
れ
る
よ
う
な
機

構
と
し
、
組
織
の
肥
大
化
を
防
ぎ
、
筒

素
化
を
重
視
し
て
、
機
構
の
編
成
、
人

事
配
置
等
に
は
弾
力
的
に
対
処
し
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム
、
研
究
会
等
を
発

足
さ
せ
て
、
横
の
連
携
に
よ
る
円
滑
な

業
務
遂
行
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す。@
消
防
団
員
の
定
数
を
五
十
人
削
減
す

る。@
交
通
相
談
員
の
定
数
を
十
三
人
削
減

す
る
。

3
、
給
与
の
適
正
化

当
町
の
給
与
は
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
九
十
を
下
回
る
状
況
で
あ
り
、
全
国

並
ぴ
に
県
下
の
水
準
に
照
ら
し
て
も
低

く
、
給
与
水
準
は
職
員
の
勤
務
意
欲
を

左
右
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
少
数

精
鋭
主
義
に
よ
る
合
理
化
を
図
る
う
え

で
も
、
国
家
公
務
員
並
み
の
給
与
レ
ベ

ル
を
目
標
に
適
正
化
に
努
め
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

4
、
定
員
管
理
の
適
正
化

事
務
量
と
職
員
数
の
バ
ラ
ン
ス
調
整

に
努
め
、
事
務
改
善
、
O
A
化
等
に
よ

る
職
員
数
の
抑
制
化
に
努
め
る
。

@
長
浜
町
職
員
定
数
を
九
人
削
減
す

る。5
、
民
間
委
託
、
O
A
化
等
事
務
改
善

の
推
進

自
治
体
業
務
の
減
量
経
営
の
た
め
に

は
、
業
務
の
性
格
及
ぴ
法
制
度
等
に
照

ら
し
て
、
可
能
な
業
務
は
で
き
る
だ
け

民
間
へ
の
委
託
を
促
進
す
る
と
共
に
、

O
A
の
積
極
的
導
入
を
は
じ
め
と
す
る

事
務
改
善
に
よ
り
省
力
化
、
効
率
化
を

め
ざ
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

⑮
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
直
接
導
入
を
図

る。@
ワ
ー
プ
ロ
導
入
等
に
よ
り
印
刷
委
託

業
務
を
廃
止
す
る
。

@
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等

の
管
理
業
務
を
民
間
委
託
す
る
。

6
、
会
館
等
公
共
施
設
の
管
理
運
営
の

合
理
化

行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
に
つ
れ

て
、
多
方
面
に
わ
た
る
公
共
施
設
の
建

設
が
進
み
、
管
理
運
営
経
費
が
増
加
し

て
行
政
の
肥
大
化
を
招
く
一
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
き
た
さ
な

い
配
慮
を
し
な
が
ら
施
設
管
理
の
あ
り

方
を
見
直
し
、
機
械
化
、
無
人
化
等
に

よ
り
可
能
な
限
り
公
共
施
設
の
管
理
合

理
化
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
施
設
の
利
用
時
間
、
人
件
費

を
含
む
運
営
経
費
及
ぴ
技
能
、
資
格
等

を
必
要
と
す
る
施
設
な
ど
は
、
民
間
委

託
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

@
水
族
館
の
施
設
を
取
り
こ
わ
し
、
跡

地
の
有
効
利
用
を
図
る
。

こ
の
行
革
大
綱
の
措
置
事
項
に
つ
い

て
は
、
お
お
む
ね
三
か
年
に
わ
た
っ
て

実
施
す
る
も
の
と
し
、
期
間
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
五
か
年
程
度
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
推
進
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

行
革
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。
わ

た
し
た
ち
に
も
重
要
な
役
割
が
課
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
頂

き
な
が
ら
お
互
い
に
進
め
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。
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ご
協
力
く
だ
さ
い

四
月
徴
収
分
か
ら

四田岡田一水道料金改定

町
民
の
皆
さ
ん
、
一
人

ひ
と
り
が
長
浜
町
の
上
水

道
を
育
て
る
気
持
ち
で
温

か
く
見
守
っ
て
頂
き
、
ご

協
力
頂
か
な
け
れ
ば
こ
れ

か
ら
の
水
道
経
営
は
む
つ

か
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

し
か
も
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
水
道
に
対
す
る
要
望
は

ま
す
ま
す
強
ま
る
ば
か
り

で
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
り

な
い
水
を
送
り
続
け
る
た

め
に
最
善
の
努
力
を
し
て

い
ま
す
。

水
道
事
業
の
経
営
は
、

「
経
営
に
必
要
な
経
費
は
、

水
を
供
給
し
て
得
た
収
入

で
ま
か
な
う
こ
と
」
が
原

則
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
沿
う
た
め
の
努
力
を
致

し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の

要
望
に
こ
た
え
る
た
め
に
、

ま
た
少
し
で
も
負
担
を
軽

く
す
る
た
め
に
一
般
会
計

か
ら
補
助
を
得
て
経
営
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
水
道
料
金
を
改
定
し

て
皆
さ
ん
に
ご
協
力
し
て

頂
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
実
情
を
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
ご
理
解
し
て
頂
き
、
改
定
に
つ
い

て
ご
協
力
頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

生産原価と販売単価の割合
(ノj，をつくるむ金いただくお金)

、

一O
O円

。
入一見

p
o

慶年
円

UFO
 

円

MZ+ 
刀ロ

q 

全
国
平
均

千
二
百
五
十
一
円

全
国
、
あ
る
い
は
県
下
の
水
道
料
金

の
状
況
を
み
て
み
ま
す
と
、
給
水
人
口

別
で
は
本
町
の
場
合
、
五
千
人
か
ら
一

万
五
千
人
の
ラ
ン
ク
に
入
る
の
で
、
全

国
平
均
で
千
二
百
五
十
一
円
二
十
銭
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
計
画
し
て
い

る
改
定
料
金
は
千
二
百
円
で
す
。
県
下

の
状
況
は
、
三
十
二
市
町
村
で
最
高
が

千
九
百
四
十
円
、
最
低
が
四
百
円
程
度

に
な
っ
て
お
り
、
給
水
人
口
の
多
い
都

市
は
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。

当
町
の
よ
う
に
将
来
の
水
道
を
考
え

地
形
が
悪
く
、
改
良
工
事
を
し
て
い
る

所
で
は
、
一
般
的
に
高
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
水
道
の
水
を
作
る
お
金
と
い
た

だ
く
お
金
(
使
用
料
金
)
の
割
合
は
つ

151円70銭一 110円83銭=40円87銭

1 m'当り lば当り 〆苫ど2z、
生産原価 販売単価 Lゅ--f-ノ

り
合
い
が
と
れ
ず
、
水
道
経
営
も
苦
し

ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
改
定
に
つ
い
て

ご
協
力
頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

水
道
の
実
情

長
浜
地
区
は
、
地
形
の
関
係
で
真
水

が
少
な
く
、
わ
ず
か
に
山
の
近
く
に
い
く

つ
か
の
井
戸
が
あ
る
だ
け
で
水
の
確
保

に
は
昔
か
ら
頭
を
痛
め
て
き
ま
し
た
。

大
正
十
四
年
、
今
坊
地
区
の
幸
口
川
を

ダ
ム
で
せ
き
止
め
、
築
地
の
上
に
長
浜

浄
水
場
を
つ
く
り
、
旧
長
浜
町
に
給
水

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
村
合
併

な
ど
に
よ
り
給
水
区
域
の
拡
張
に
せ
ま

ら
れ
、
そ
れ
ま
で
谷
川
の
水
や
簡
易
水

道
を
利
用
し
て
い
た
地
域
に
も
給
水
す

る
た
め
に
、
以
前
よ
り
大
き
な
上
水
道

を
作
る
は
こ
び
と
な
り
、
昭
和
四
十
年

四
月
柴
浄
水
場
が
完
成
し
て
現
在
皆
さ

ん
の
台
所
に
給
水
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
町
内
に
は
ま
だ
ま
だ
古
い

昔
の
管
も
残
っ
て
い
て
、
漏
水
や
赤
水

が
出
や
す
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
、

海
岸
沿
い
の
今
坊
、
櫛
生
、
出
海
な
ど

小
さ
な
川
か
ら
水
を
と
っ
て
い
る
所
で

は
「
水
が
足
り
な
い
」
な
ど
と
、
い
ろ

い
ろ
な
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
問
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
水
道
に
対
す
る
要
望

に
こ
た
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
、
昭
和
五
十
八
年
五
月
策
定
の

町
の
総
合
振
興
基
本
計
画
に
も
と
づ
く

将
来
の
人
口
、
需
要
水
量
の
増
加
等
に

対
応
す
る
た
め
給
水
区
域
の
拡
張
、
水

源
の
拡
充
、
浄
水
方
法
の
変
更
を
内
容

と
す
る
第
三

次
拡
張
改
良

工
事
を
昭
和

五
十
八
年
度

か
ら
六
十
三

年
度
の
予
定

で
実
施
中
で

す
。
そ
の
た

め
、
資
本
費
、

動
力
費
が
増

加
す
る
こ
と

に
な
り
、
多

額
の
費
用
が

必
要
で
す
。

国
や
県
と
相

談
し
て
で
き

る
限
り
の
助

成
を
受
け
て

い
ま
す
が
、

こ
れ
に
も
限

度
が
あ
り
ま

す。
水
道
債
用
料
の
改
定

水
道
の
水
一
立
方
灯
を
つ
く
る
た
め

に
は
約
百
五
十
二
円
の
費
用
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
支
払
利
息
は
約

六
十
五
円
(
四
三
%
)
か
か
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
水
道
が
い
つ
で
も
安
心

し
て
飲
め
る
よ
う
拡
張
工
事
を
行
っ
て

き
た
た
め
で
、
そ
の
た
め
に
借
入
れ
た

多
額
の
建
設
費
の
利
息
を
支
払
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

昨
年
十
二
月
二
十
三
日
か
ら
開
会
さ

れ
た
町
議
会
第
四
回
定
例
会
で
、
長
浜

町
上
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

が
行
わ
れ
、
こ
の
四
月
徴
収
の
水
道
使

用
料
か
ら
別
表
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

(1戸又は1世帯1か月分)

専 用 栓 連用栓・共用栓 ヰ寺 jjlJ キ全

基本料金 従量料金 基本料金 従量料金 船舶用 続時用

13'o/m 1，200円 13m/m 980円
11 m'以上 11 m'以上 1 m'につき 基本料金

16'o/m 1.440円 16% 1.130円
1 m'につき 1 m'につき 17日明 は専用栓

20'o/m 1，650円 20m/m 1.220円
150円 150円 と同額と

25% 1，940円 25% 1，370円
し、 11m' 

30'o/m 2，910円
以上1m'に

40m/m 4，130円
っき170円

50% 6，290円

75'o/m 11β70円

備 考 1. 2世帯以上が生活する住宅で、受水槽を設置している場合は、上記によらず基本料

金50m'まて古川D円とι、51m'以上1m'につき 15日円とする。ただし、町営住宅について

は、各戸に設置したメ ター器により上記専用栓料金を適用する。

2 公衆浴場用は基本料金1日nmヨまで6.000円とし、 101mヨ以上1m'につき75円とする。

水道使用料金表



4ー

-aー

長
浜
町
議
会
第
一
回
臨
時
会
が
一
月

二
十
八
日
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

助
役
の
選
任
、
固
定
資
産
評
価
員
の
選

任
、
専
決
処
分
し
た
請
負
契
約
の
締
結
、

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
の
議
案

四
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

埠
削
袖
山
山
岡
山
又
E

』ト」

E
H『
総
務

請
埼
E主

4
f
f
t
v
i
4
口
μ
課
長

圃-圃盟国第1囲臨時議会@園丁@県民税の申告

空
席
と
な
っ

て
い
た
長
浜
町

助
役
に
前
総
務

課
長
の
上
田
邦

彦
氏
(
五
一
・

長
浜
)

H
写
真
H
を
選
任
、
議
会
の
同

意
を
求
め
た
結
果
、
万
場
一
致
の
同
意

を
得
て
、
二
月
一
目
新
し
い
助
役
に
就

任
し
ま
し
た
。

{
上
田
邦
彦
助
役
略
歴
]
長
浜
高
等
学

校
卒
。
昭
和
二
十
九
年
長
浜
町
役
場
に

奉
職
。
四
十
六
年
建
設
課
長
補
佐
、
五

十
一
年
建
設
課
長
、
五
十
五
年
総
務
課

長
。
日
歳
。
長
浜
。

固
定
資
産
評
価
員
に

上
田
氏

長
浜
町
固
定
資
産
評
価
員
に
長
浜
の

上
田
邦
彦
氏
(
五
ニ
を
選
任
、
議
会

の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
万
場
一
致
の

同
意
を
得
て
評
価
員
に
決
ま
り
ま
し

た。請
負
契
約
の
締
結
を
承
認

専
決
処
分
し
た
昭
和
六
十
年
度
西
南

地
区
簡
易
水
道
改
良
工
事
は
、
八
千
五

百
二
十
一
万
一
千
円
で
、
株
式
会
社
西

国
興
産
と
請
負
契
約
(
変
更
)
を
締
結

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

西
南
地
区
簡
水
工
事

簡
易
水
道
事
業
補
正

昭
和
六
十
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
に
四
十
四
万
五
千
円
が
補
正
さ

れ
、
総
額
は
一
億
四
千
六
百
二
十
二
万

四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

無
料
で
閲
覧

圏
定
資
産
課
税
台
帳

3
月
1
日
1
羽
田

町
で
は
、
あ
な
た
の
土
地
や
家
屋
な

ど
の
資
料
「
固
定
資
産
課
税
台
帳
」
を

3
月
1
日
か
ら
加
日
ま
で
の
聞
に
限

り
、
役
場
税
務
課
で
無
料
で
お
見
せ
し

ま
す
。
自
分
の
土
地
や
家
屋
な
ど
、
固

定
資
産
に
つ
い
て
知
る
よ
い
機
会
で

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

、ν

千
百
問
に

鳥
獣
嗣
養
許
可
手
数
料

4
月
時
日
か
ら

め
じ
ろ
、
う
ぐ
い
す
、
や
ま
が
ら
な

ど
の
野
鳥
を
愛
が
ん
(
ベ
ッ
ト
)
の
日

お
早
め
に
も
お
悲
れ
本
く

町
@
県
民
税
の
申
告

3
月
間
日
ま
で
で
す

昭
和
六
十
一
年
度
分
「
町
・
県
民
税
」

の
申
告
の
受
付
け
は
三
月
十
五
日
ま
で

で
す
。
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
は
、
今
年
一
月
一
日
現
在
に
お
い
て
、

長
浜
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
で
、
次

の
項
目
に
該
当
す
る
人
で
す
。

{
給
与
所
得
の
場
合
]

女
給
与
所
得
の
ほ
か
に
収
入
の
あ
る
人

(
例
一
農
業
、
家
賃
、
地
代
な
ど
)

女
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
を
提

出
さ
れ
な
い
人

{
給
与
所
得
者
以
外
の
人
の
場
合
一

女
昭
和
六
十
年
中
二
月

A
H
J
十
二

月
三
十
一
日
)
に
所
得
の
あ
っ
た
人

①
営
業
や
農
業
、
そ
の
他
事
業
を
営
む

人
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
な

い
人

②
副
業
、
内
戦
等
で
所
得
の
あ
っ
た
人

女
雑
損
、
医
療
費
な
ど
の
控
除
の
適
用

を
受
け
よ
、
っ
と
す
る
人

{
こ
の
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人
}

女
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
人
。

た
だ
し
、
長
浜
町
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
人
は
、
所
得
が
な
い
方

で
も
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

{
申
告
に
必
要
な
も
の
]

正
し
い
申
告
が
行
え
る
よ
う
、
次
の

書
類
な
ど
を
添
付
、
ま
た
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

会
町
・
県
民
税
の
申
告
書

的
で
飼
養
す
る
場
合
は
、
町
長
の
鳥
獣

飼
養
許
可
が
必
要
で
す
。
そ
の
鳥
獣
飼

養
許
可
(
更
新
)
手
数
料
は
現
在
一
羽

当
り
九
百
円
で
す
が
、
四
月
十
六
日
か

ら
千
百
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
鳥
獣
は
本
来
自
然
の
ま
ま
保

護
す
べ
き
で
あ
り
、
愛
が
ん
飼
養
す
る

こ
と
な
く
、
で
き
る
限
り
野
外
で
観
察

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

船
員
遺
族
の
皆
さ
ん

殉
職
蹄
員
遺
児
譲
助
金

が
支
給
さ
れ
ま
す

殉
職
船
員
の
遺
児
で
、
義
務
教
育
終

了
ま
で
の
期
間
、
一
人
一
か
月
六
千
円

大
印
鑑

大
給
与
所
得
者
の
場
合
は
源

泉
徴
収
票

食
事
業
を
し
て
い
る
方
は
、
表

各
種
営
業
帳
簿
、
決
算
書
、
程

収

入

明

細

書

制

大
医
療
費
、
生
命
保
険
料
な
相

ど

の

支

払

い

領

収

書

時

税
務
課
で
は
、
昭
和
六
十
税

一
年
度
分
町
・
県
民
税
の
申
尉

告
相
談
を
、
次
表
の
と
お
り
町

行
い
ま
す
。
申
告
し
な
け
れ
分

ば
な
ら
な
い
方
は
、
必
要
書
割

類
を
持
参
の
う
え
、
会
場
へ
附

お
こ
し
く
だ
さ
い
。
申
告
を
献

し
な
か
っ
た
場
合
、
所
得
証

明
書
や
課
税
証
明
書
を
交
付

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す。

の
援
護
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

生
活
に
困
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
人

に
限
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
小
学
校
に

入
学
し
た
と
き
記
念
品
と
し
て
一
二
万
円

贈
ら
れ
ま
す
。

{
提
出
書
類
}
①
援
護
金
支
給
願
書
②

添
付
書
類
。
戸
籍
謄
本
o

生
活
状
況
報

告
書
o

在
学
証
明
書
。
海
難
報
告
書
写

し
o

船
員
保
険
の
年
金
証
書
の
写
し

{
願
書
受
付
の
時
期
}
第
一
回
・

5
月

日
日
マ
第
二
回
・

8
月
日
日
マ
第
三
回

日
月
日
日
マ
第
四
回
・

1
月
白
日

詳
し
い
こ
と
は
、
肘
日
本
殉
職
船
員

顕
彰
会
一

Tm東
京
都
千
代
田
区
麹
町

四
丁
目
五
番
地
海
事
セ
ン
タ
ー
ピ
ル

怨

0
3
!
2
3
4
0
6
6
2
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地区名 月u 曜日 時間 場 所

(1 滝 2.21 月 9時-16~寺 白i竜公民館

喜 zオ多kじミ 2.25 火 日時-16時 柴公民館

{難 2.26 アド 9時-16時 今坊隣{呆館

?協 f主 2.27 木 9時-16時 櫛牛隣{呆館

出 }毎 2.28 金 9時-16時 出j毎公民館

戒 Il[ 3. 3 月 9時-15時 戒川公民館

黒田・無事喜地 3. :3 Jl 9時-14時 長浜公民館J黒田分館

人 和 3. 4 グく 9侍-16時 大和公民館

顎 茂 3. 5 

* 
9時-16時 繁茂公民館

i中 j甫 3. 6 木 日時-16時 i中浦公民館

手良 沢 3. 7 金 9時-12時 須沢集会所

i1巨 3. 7 金 9時-12時 小浦団地集会所

長 浜 3.10 月 9時-16時 長浜町体育館大ホーノレ
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4
月
か
ら
支
給

一一
今
年
の
四
月
か
ら
年
金
制
度
が
改
正

さ
れ
、
障
害
年
金
、
障
害
福
祉
年
金
な

ど
が
「
障
害
基
礎
年
金
」
と
し
て
二
冗

化
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
伴
い
現
〆
打
の

福
祉
手
当
は
昭
和
六
十
一
年
三
月
を

も
っ
て
廃
止
さ
れ
、
四
月
か
ら
は
特
別

障
害
者
手
当
、
同
陣
宝
口
児
福
祉
手
当
の
制

度
が
実
施
さ
れ
ま
す
の

特
別
障
害
者
手
当

雪益蓋霊童翠君主茎

①
受
給
資
格
・
:
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
の
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
る

一
一
十
歳
以
上
の
人
。
た
だ
し
、
施
-
設
等

に
入
所
し
て
い
る
人
、
医
療
機
関
に
三

か
月
を
越
え
て
入
院
し
て
い
る
人
、
本

人
お
よ
び
扶
養
義
務
者
等
の
所
得
が
一

定
額
以
上
の
人
は
除
き
ま
す
。

②
手
当
の
額
:
・
月
額
二
万
円
。
た
だ
し
、

変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
寸
。

③
申
請
手
続
・
・
・
特
別
障
害
者
手
当
を
受

け
る
た
め
に
は
、
所
定
の
様
式
に
よ
る

医
師
の
診
断
書
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
前
も
っ
て
役
場
住
民
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
別
障
害
者
手
当
の
制
度
は

四
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
申
請
手

続
は
三
月
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

か
ら
早
め
に
手
続
を
と
っ
て
く
だ
さ

、v全
そ
の
他
:
・
特
別
障
害
者
手
当
は
、
現

在
福
祉
手
当
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
障
主
年
余
受
給
者
な
ど
も
前
記
の

受
給
資
格
に
該
当
す
る
場
合
に
は
受
け

春の火災予防運動

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

①
受
給
資
格
:
・
円
常
生
活
に
お
い
て
常

時
の
介
護
を
要
す
る
一
一
十
歳
未
満
の
児

童
。
た
だ
し
、
施
設
等
に
入
所
し
て
い

る
人
、
本
人
お
よ
び
扶
養
義
務
者
等
の

所
得
が
一
定
額
以
上
の
カ
は
除
き
ま

す。②
手
当
の
額
・
:
月
楕
一
万
一
千
-
一
百
五

十
円
。
た
だ
し
、
変
更
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
空
す
。

③
申
請
手
続
・
・
特
別
障
害
者
手
当
と
同

じ
で
す
。

現
在
福
祉
手
当
を

受
け
て
い
る
方

①
現
立
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る
二
十

歳
以
よ
の
方
で
、
昭
和
六
卜
一
年
四
月

か
ら
「
障
害
基
礎
年
全
一
か
「
特
別
障

害
者
手
当
」
の
い
ず
れ
か
を
受
け
る
こ

と
の
で
き
る
人
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六

十
一
年
一
一
一
月
を
も
す
て
福
祉
千
当
の
支

給
は
な
く
な
り
ま
す
。

②
現
存
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る
二
十

歳
以
上
の
方
で
、
四
月
か
ら
「
障
合
基

礎
年
金
」
も
「
特
別
障
害
者
子
当
」
も

受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
に
つ
い
て

は
、
超
過
措
置
と
し
て
四
月
か
ら
も
引

き
杭
い
て
福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

すハ③
現
在
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る
三
十

歳
未
満
の
人
に
つ
い
て
は
、
四
月
か
ら

現
在
の
福
祉
手
当
が
自
動
的
に
「
障
害

児
福
祉
手
当
」
に
切
り
接
わ
り
ま
す
か

ら
手
続
き
は
い
り
ま
せ
ん
。

春
季
火
災
予
防
運
動

2
月
初
日

1
3
月
日
富

今
年
も
一
今
月
二
十
八
日
か

一
一
一
月
十
三
日
ま
で
の
二
週

間
、
全
国
一
斉
に
春
の
火
災

予
防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、
風

の
強
い
日
が
多
く
な
り
、
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
大

火
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
》
こ
の
機
会
に
も
う
一
度

お
宅
め
火
一
応
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

火
災
状
況

昨
年
長
浜
町
内
で
発
生
し

た
火
災
件
数
は
、
昭
和
五
十

年
に
長
浜
支
署
が
閣
署
さ
れ

て
以
米
、
昭
和
五
十
九
年
に

記
録
し
た
最
少
件
数
三
一
件
)

を
更
新
、
つ
い
に
火
災
発
生

件
数
ゼ
ロ
を
達
成
し
、
た
い

へ
ん
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
火
災
ゼ
ロ

件
と
い
う
新
記
録
の
裏
に
は
、

初
期
消
火
や
運
が
良
か
っ
た

た
め
に
火
災
の
難
を
逃
れ
た

ポ
故
が
十
件
余
り
発
生
し
て
い
ま
す
。

幸
い
、
ど
の
事
故
も
発
見
、
通
報
が
早

か
っ
た
た
め
、
火
災
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
い
ず
れ
札
一
歩
間
違
え
る

と
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
の

そ
の
原
因
は

①
た
ば
こ
の
火
の
不
始
末
②
た
き
火
の

不
始
末
③
集
め
焼
ぎ
の
拡
大
一
小
川
大
ぷ
ら

油
へ
の
着
火
⑤
電
気
配
線
か
ら
の
発
火

(
船
舶
)
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
が
、

こ
の
事
故
原
因
の
ほ
と
人
ど
は
「
つ
い

う
っ
か
り
し
て
」
「
つ
い
油
断
し
て
」
と

か
い
っ
た
ノ
ウ
ァ
カ
リ
型
ゲ
の
事
故
で

あ
る
こ
と
で
す
。

火
事
は
一
人
ひ
と
り
が
ち
ょ
っ
と
注

意
を
す
れ
ば
妨
げ
ま
す
。
大
切
な
ん
叩
や

家
庭
を
守
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
十
分

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

火
の
用
心

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を

し
な
い

②
子
供
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊

ば
せ
な
い

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な

tν ④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い

⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

宵
か
な
い

⑥
風
呂
の
か
ら
だ
き
を
し
な
い

①
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
な
い

皆
さ
ん
、
以
上
の
こ
と
に
気
を
つ
け

て
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
、
っ
。

(昭和60年の事故発生原因状況)

防
火
診
断
な
ど

期
間
中
の
行
事
計
画

長
浜
支
署
で
は
、
火
災
予
山
運
動
期
間

中
に
-
版
印
宅
や
独
居
老
人
宅
の
防
火

珍
断
な
?
と
の
行
事
を
計
両
し
て
い
ま
t
u

大
和
分
団
第
三
部
へ

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車

一
月
二
十
四
日
に
長
浜
町
消
防
回
大

和
分
間
第
二
部
(
豊
茂
)
へ
小
型
動
み

ポ
ン
プ
憤
載
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
町
村
消
防
施
設
等
整
備
費

補
助
事
業
に
よ
り
百
七
十
五
万
円
で
購

入
し
た
も
の
で
、
消
防
施
設
の
盤
備
を

促
進
す
る
こ
と
を
日
的
と
し
て
い
ま

す。
新
し
い
積
載
車
は
4
W
D
の
ニ
ソ
サ

ン
・
ダ
ヅ
ト
サ
ン
で
、
総
排
気
量
は
一

八
0
0
c
c
、
積
載
量
は

0
・
七
五
ト

ン
の
性
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

たれC々備配へ部3
車

第
載

団
積

分
プ

和
ン

大
ポ
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交万

「通 ζ
- ~1} 備
加ヰぇ
入室て

台芸
し
ょ
っ

昭
和
六
十
一
年
度
愛
媛
県
市
町
村
交

通
災
害
共
済
の
加
入
申
込
を
た
だ
今
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
万
一
に
備
え
て
一

人
で
も
多
く
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し

ま
し
ょ
、
っ
。

加
入
金
は
、
大
人
六
百
円
、
小
人
(
中

学
生
以
下
)
は
二
百
五
十
円
で
す
。
今

年
中
学
卒
業
の
人
は
大
人
の
加
入
金
で

す。
加
入
者
で
あ
れ
ば
、
日
本
国
内
ど
こ

で
起
き
た
交
通
事
故
に
も
適
用
さ
れ
ま

す。{
加
入
者
資
格
}
県
内
市
町
村
及
ぴ
東

予
市
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
ま
た
は
外
国
人
登
録
さ
れ
て
い
る
人

並
び
に
共
済
加
入
者
の
被
扶
養
者
で
組

合
市
町
村
外
に
居
住
す
る
人
。

{
共
済
掛
金
}
一
人
年
額
一
般
六
百

円
、
中
学
生
以
下
一
一
百
五
十
円
。

{
共
済
期
間
]
昭
和
六
十
一
年
四
月
一

日
か
ら
昭
和
六
十
一
一
年
一
二
月
三
十
一
日

ま
で
。
途
中
加
入
し
た
人
は
、
掛
金
を

納
入
し
た
翌
日
か
ら
昭
和
六
十
二
年
=
一

月
三
十
一
日
ま
で
。

{
災
害
見
舞
金
}
昭
和
六
十
一
年
四
月

一
日
以
後
の
事
故
か
ら
適
用
さ
れ
ま

す。

守
ろ
う
海
の

秩
序
と
資
源

あ
さ
り
採
捕
の
規
制

長
浜
町
漁
協
協
同
組
合
で
は
、
愛
媛

県
の
第
一
種
共
同
漁
業
権
を
取
得
し
、

あ
さ
り
漁
業
の
免
許
を
受
け
て
事
業
を

草
木
の
芽
ぶ
く
弥
生
(
三
月
)
、
新
芽
の
ご
と
く
す
く

一
号
す
く
と
育
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
を
込
め
て
葉
子
と
名
付

..1二
一
け
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
と
き
は
未
熟
児
で
心
配
し
ま
し
た

ババ
J

松
が
、
今
ま
で
病
気
ら
し
い
病
気
も
せ
ず
、
こ
の
よ
う
に
大

町

子

必

訓

き

く

な

り

判明
J
J
r
L

生
ま
し
た

o

J
ペ
一
一
ん
日
誰
か
ら
も

;
・
一
い
=
ゃ
い
同
好
か
れ
る

-一一ぺ
γ

ぃ
+
り
リ
明
る
く
て

2
r
子
不

2
な
子

y
h
k
J

一
J

葉

附

に

な

っ

て

見

ぺ

司

持

欲

し

い

と

が
で
~
到

J
芯
い
ま
す
。

一一一歳一

PI--

園田盟盟国交通災害共済に加入しましょう

(父
H
松
岡
陽
規
さ
ん
お
歳
・
母
U
静
子
さ
ん
幻
歳
)

実
施
し
て
い
ま
す
。

無
尽
蔵
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
魚
介
類

の
資
源
も
最
近
で
は
、
漁
場
環
境
の
変

化
や
乱
獲
で
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
漁
協
で
は
、
「
守
ろ
う
海
の
秩

序
と
資
源
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
資
源
の

維
持
と
培
養
を
積
板
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
あ
さ
り
採
捕
の
規
制

に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、
水
産
資

源
保
護
の
た
め
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一
あ
さ
り
採
捕
規
則
一

[
採
捕
期
間
]
3
月
1
日
j

6
月
初
日

一
採
捕
制
限
]
殻
の
長
さ
が
二
セ
ン
チ

灯
以
下
は
採
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

{
漁
法
・
漁
具
]
特
殊
な
漁
具
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

一
採
捕
料
金
]
入
漁
料
金
と
し
て
大
人

三
百
円
、
中
学
生
百
五
十
円
、
小
学
生

以
下
百
円
徴
収
し
ま
す
。
な
お
、
違
反

を
し
た
人
に
は
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
長
浜
町
漁
業
協

河
組
合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 稚買を投入する漁協婦人部の皆さん

整
備
要
件

に
つ
い
て
調
査

国
道
整
備
の
状
況

国
道
三
七
八
号
線
で
長
浜
関
係
分

は
、
か
な
り
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
ど
の
あ
た
り
が
ど
の
よ

う
に
整
備
さ
れ
る
の
か
が
不
明
で
す
。

例
え
ば
須
沢
付
近
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。
櫛
生
港
付
近
は
ど
ん
な
道
路
に

な
る
の
か
。
わ
か
っ
て
お
れ
ば
知
ら
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
櫛
生
・
櫛
笥
益
一
・
日
歳
)

お
答
え
:
国
道
の
改
良
に
つ
い
て

は
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂

い
て
遂
次
改
良
整
備
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
指
摘
の
須
沢
や
櫛
生
漁
港
周
辺

に
つ
き
ま
し
て
は
、
漁
港
区
域
に
含
ま

れ
る
部
分
が
多
く
あ
り
、
現
在
ま
で
改

良
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
海
岸
と
管

理
の
面
で
区
分
さ
れ
て
お
り
、
法
的
規

制
も
あ
り
ま
す
の
で
県
の
関
係
各
謀
と

整
備
要
件
に
つ
い
て
調
整
を
行
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
早
期
完
成
を
図
る
た
め

こ
の
こ
と
の
解
決
に
努
力
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
理
解
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

な
ど
で
対
応

除
雪
車
の
運
転

毎
年
何
度
と
な
く
み
ま
わ
れ
る
寒
波

の
た
め
、
唯
一
の
交
通
機
関
で
あ
る
農

道
は
雪
が
な
か
な
か
溶
け
ず
、
身
動
き

が
と
れ
な
い
状
態
と
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
場
合
、
除
雪
車
の
運
転
な
ど
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

カ

(
今
坊
・
中
見
由
香
里
・
お
歳
)

お
答
え
・
・
・
積
雪
時
に
は
お
話
の
よ
う

に
諸
々
の
交
通
に
支
障
を
き
た
し
ま
す

が
、
特
に
自
動
車
の
交
通
に
は
深
刻
な

打
撃
を
受
け
ま
す
の
で
、
町
と
し
て
も

で
き
る
限
り
そ
れ
ぞ
れ
の
町
道
等
を
利

用
さ
れ
る
通
学
路
や
集
落
と
園
、
県
道

等
を
結
ぶ
主
要
な
幹
線
を
優
先
さ
せ
、

地
元
の
要
望
を
配
慮
し
て
除
雪
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
町
に
は
除
雪

専
用
の
機
種
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
町

有
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
建
設
業
者
の
方

の
重
機
を
借
り
て
対
応
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
の
で
ご
理
解
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

工
夫

わし
かて
り
や
す
く

財
政
公
表

町
財
政
の
公
表
が
関
係
法
令
に
基
づ

き
、
一
定
の
書
式
に
従
っ
て
行
わ
れ
る

こ
と
は
よ
く
わ
か
る
の
で
す
が
、
費
目

と
数
字
の
羅
列
を
読
み
、
多
く
の
町
民

の
方
は
こ
れ
を
自
分
た
ち
の
財
布
の
中

味
と
し
て
よ
く
理
解
し
て
頂
け
る
で

し
ょ
う
か
。
財
政
面
か
ら
の
町
づ
く
り

の
方
向
や
重
点
施
策
、
ま
た
町
債
の
中

味
な
ど
、
誰
に
で
も
よ
く
わ
か
る
よ
う

解
説
を
加
え
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
頂

け
れ
ば
有
難
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、

近
隣
市
町
村
財
政
と
比
較
し
て
の
解
説
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が
あ
れ
ば
一
層
理
解
が
深
ま
る
と
思
い

ま
す
。

(
白
滝
・
上
田
正
・
九
歳
)

お
答
え
・
:
財
政
公
表
に
つ
い
て
は
で

き
る
だ
け
わ
か
り
易
く
す
る
よ
、
つ
工
夫

し
て
お
り
ま
す
が
、
仲
々
良
い
ア
イ
デ

ア
が
浮
か
ば
ず
頭
を
痛
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
町
債
な
ど
も
年
々
増
え
て
き
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
頂
く
よ
う
わ
か

り
や
す
く
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一 一一一今月の日曜当直医・家庭看護のA8C

地
域
福
祉
事
業
の
中
で

三
世
代
の
交
流

核
家
族
化
が
進
み
、
青
少
年
、
婦
人
、

老
人
と
の
交
流
が
む
つ
か
し
い
も
の
と

な
っ
て
き
て
い
る
現
在
、
三
世
代
に
お

け
る
幅
広
い
学
習
の
場
を
町
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
し
て
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
何
か
考
え
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
か
。

(
今
坊
・
中
見
由
香
里
・
お
歳
)

お
答
え
・
:
高
齢
者
、
婦
人
、
青
年
の

三
世
代
が
一
同
に
会
し
、
話
し
合
い
、

相
互
理
解
と
連
帯
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
総
合
的

な
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
県
で

は
三
世
代
の
つ
ど
い
事
業
を
地
方
局
単

位
で
実
施
し
、
町
で
も
こ
の
事
業
に
協

力
参
加
し
て
い
ま
す
。

町
内
で
は
公
民
館
単
位
で
一
部
三
世

代
の
つ
ど
い
事
業
を
実
施
し
て
い
る
地

区
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
高
齢
化
社

会
に
お
け
る
重
要
な
テ
l
マ
で
す
か
ら

公
民
館
活
動
か
社
会
福
祉
協
議
会
の
地

域
福
祉
事
業
の
中
で
取
り
組
む
よ
う
計

画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

H

冷
や
す
ん
目
的
は
発
熱
し
た
病
人
の

気
分
を
よ
く
す
る
こ
と
で
す
か
ら
、
ど

れ
く
ら
い
熱
が
あ
れ
ば
冷
や
す
か
と
い

う
の
は
問
題
で
は
な
く
、
病
人
が
望
め

ば
高
熱
で
な
く
て
も
冷
や
し
ま
す
。
し

か
し
、
熱
を
下
げ
る
と
い
っ
た
症
状
に

対
す
る
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
病

人
が
い
や
が
る
よ
う
な
ら
無
理
強
い
は

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

冷
や
す
た
め
に
は
、
次
の
よ
ゴ
|
|

i

三
一
瞳
冷
や
す
瞳

う
に
氷
枕
や
氷
の
う
を
使
、
つ
の
三

が
一
般
的
で
す
が
、
い
ず
れ
も
三

一
時
間
ほ
ど
冷
や
し
た
ら
、
そ
士

の
後
一
時
間
は
休
み
、
必
要
が
亡
1

1

あ
れ
ば
ま
た
改
め
て
冷
す
の
が
普
通
で

す
。
こ
れ
は
、
循
環
そ
の
他
局
所
の
皮

膚
へ
の
障
害
を
予
防
す
る
た
め
で
す
。

企
時

U
F
L
E

品
開
?

容
へ
U

守

主k

本史

①
氷
七
百
グ
ラ
ム
(
氷
枕
の
容
積
の
を

く
ら
い
)
を
、
先
の
と
が
っ
た
も
の
で

梅
の
実
大
に
割
る

こ
の
と
き
、
氷
を
ポ
リ
袋
な
ど
に
入

れ
て
割
る
と
氷
が
飛
び
散
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
割
っ
た
あ
と
袋
の
上
か
ら
手
で

な
ら
す
と
角
が
と
れ
、
当
た
り
の
よ
い

氷
が
で
き
ま
す
。

②
氷
枕
に
氷
と
水
を
入
れ
、
枕
の
高
さ

を
調
節
し
て
当
て
る

水
の
量
は
コ
ッ
プ
二
杯
く
ら
い
で
、

ち
ょ
う
ど
氷
が
浸
る
ぐ
ら
い
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

口
金
を
止
め
る
と
き
は
、
中
に
空
気

が
残
ら
な
い
よ
う
、
氷
枕
を
斜
め
に
し

て
口
も
と
ま
で
水
を
押
し
上
げ
て
く
だ

さ
い
。
氷
枕
の
中
に
空
気
が
残
っ
て
い

る
と
、
空
気
の
す
き
ま
が
頭
に
当
た
る

の
で
冷
え
に
く
く
な
り
ま
す
。

③
枕
の
上
に
氷
枕
を
お
く

氷
枕
の
水
気
を
ふ
き
、
乾
い
た
タ
オ

ル
で
く
る
み
ま
す
。
ふ
だ
ん
使
っ
て
い

る
枕
に
ビ
ニ
ー
ル
を
敷
き
、
そ
の
上
に

氷
枕
を
置
き
、
頭
を
乗
せ
て
気
持
ち
の

よ
い
高
さ
に
な
る
よ
う
に
調
節
し
ま
す
。

一
屑
に
当
た
る
部
分
は
、
タ
オ
ル
を
二

重
に
折
る
な
ど
し
て
肩
ま
で
冷
や
さ
な

い
よ
う
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

心
地
よ
さ
を
第

④
取
り
替
え
る

七
百
グ
ラ
ム
の
氷
を
入
れ
た
氷
枕
は
、

約
三
時
間
く
ら
い
も
ち
ま
す
。

次
に
取
り
替
え
る
と
き
は
、
乾
い
た

タ
オ
ル
に
替
え
、
枕
や
寝
間
着
の
襟
も

と
が
ぬ
れ
て
い
な
い
か
を
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。

マ
氷
の
う

①
氷
は
、
氷
枕
の
場
合
よ
り
小
さ
め
(
親

指
大
ほ
ど
)
に
砕
き
、
角
を
と
っ
て
氷

の
う
に
入
れ
る
。

②
氷
の
量
は
当
て
る
部
分
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
ふ
?
つ
は
二
百
1
三
百
グ
ラ

ム。

③
空
気
を
抜
い
て
口
も
と
を
し
っ
か
り

結
ぶ
。

④
水
気
を
ふ
き
、
布
(
ガ
l
ゼ
の
ハ
ン

カ
チ
な
ど
)
で
包
む
。

⑤
額
に
当
て
る
と
き
は
、
氷
の
う
つ
り

で
つ
る
す
。
の
ど
、
耳
、
荷
な
ど
を
冷

や
す
と
き
は
、
三
角
巾
に
包
み
、
包
帯

を
巻
く
の
と
同
じ
よ
う
に
し
て
患
部
に

当
て
る
。

氷
の
う
が
動
い
て
、
他
の
部
分
が
冷

え
な
い
よ
う
に
、
ま
た
氷
の
う
を
当
て

る
部
分
に
よ
っ
て
は
冷
え
す
ぎ
に
な
ら

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

冷
え
す
ぎ
る
よ
う
な
ら
、
タ
オ
ル
な

ど
で
包
み
、
快
い
冷
た
さ
に
調
節
し
ま

し
ょ
、
っ
。

マ
そ
の
ほ
か
の
冷
や
し
方

b
g聞
札
瞥

牢
氷
枕
や
氷
の
う
の
代
わ
り

に
、
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
た
だ
け

で
使
え
る
化
学
製
品
も
、
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
冷
・

や
し
す
ぎ
る
と
硬
く
な
っ
て
使

い
心
地
が
よ
く
な
い
の
で
、
冷
や
し
加

減
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

*
氷
で
冷
や
す
ほ
ど
で
も
な
い
と
い
う

と
き
は
、
氷
水
で
絞
っ
た
タ
オ
ル
を
ポ

リ
袋
に
入
れ
て
当
て
る
と
気
持
ち
が
よ

い
も
の
で
す
。

今
月
の
日
曜
当
直
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
十
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
診
療
は
救
急
患

者
の
方
だ
け
で
す
。
原
則
と
し
て
往
診

は
致
し
ま
せ
ん
。

①

3
月
2
什
門
医
医
院
念

@
0
2
0
2

①

3
月
9
口

辻

医

院

含

@
0
1
7
4

①

3
月
刊
日
行
村
病
院
含

@
0
2
7
5

①

3
月
幻

H

清
水
医
院
合

@
2
8
8
3

①

3
月
お
日
米
川
医
院
密
⑪

0
1
6
5

①

3
月
初
日
岡
問
医
院
密

@
0
6
3
9

乳

児

健

診

@
3
月
日
日
町
体
育
館
午
後
1
時

j

2
時
対
象
は
昭
和
印
年
4
月、

7

月
、
日
月
生
ま
れ
の
子
供
さ
ん
。

三
歳
児
健
診
…

①
3
月
比
日
町
体
育
館
午
後
1
時

j

2
時
対
象
は
昭
和
町
年
ロ
月
、
昭

和
四
年
1
月、

2
月
生
ま
れ
の
子
供
さ

ん。
…
嬬
人
ガ
ン
検
診

@
3
月
刊
日
漁
協
組
合
今
坊
支
所
前

午
後
1
時
j

2
時

①
3
月
日
日
、
ロ
日
町
体
育
館
午

後
1
時
j

2
時
対
象
は
満
三
十
歳
以

上
の
方
。
料
金
は
七
百
円
で
す
。

不
用
犬
貰
い
上
げ
自

①
3
月
お
日
各
連
絡
所
は
午
前
9
時

ま
で
、
本
庁
は
午
前
日
時
ま
で
。
買
い

上
げ
料
金
は
一
頭
五
百
円
。
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
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一一

一三
O
人
が
新
成
人

ー
六
十
一
年
成
人
式

l

一
月
十
五
日
、
町
口

体
育
館
で
今
年
度
の
口

成
人
式
が
行
わ
れ
、
口

該
当
者
は
百
三
十
人
口

(
男
六
十
一
人
、
女
口

六
十
九
人
)
で
そ
の
口

う
ち
約
九
十
人
が
出
口

席
し
た
。
成
人
者
を
口

代
表
し
て
中
野
徹
君
口

が
誓
い
の
こ
と
ば
を
口

述
べ
、
矢
野
利
一
君
、
口

櫛
笥
か
お
り
さ
ん
、
口

武
田
茂
樹
君
、
谷
川
口

光
さ
ん
が
意
見
発
表
口

を
し
て
「
決
意
と
抱
口

負
」
を
述
べ
た
。
コ

セ三 E主5伝統ある学校めざし
卜 A 生な
周ら徒 j平
年が、 A
J 主教典
宣告少職 l
干兄加! 日 Jふ

っし5"<，。

'
長
浜
中
学
校
(
美
野
石
吉
校
長
)
で
一
月
十

会
九
日
同
校
体
育
館
で
統
ム
月
一
十
周
年
記
念
大
会

式
が
開
か
れ
た
。
同
校
は
四
十
一
年
四
月
、
町
内

献
の
長
浜
、
青
島
、
櫛
生
、
大
和
第
一
、
第
一
一
、
自

年
滝
の
六

明
校
が
統

今

4合
ム
口
、
「
長

時
浜
中
学

長
校
」
と

~
し
て
誕

立
春
の
壁
一
一
一
日
い

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

一一一一一一Jレポ@一宮長虜日記抄

二
月
四
日
の
立
春

の
日
に
、
長
浜
中
学

校
で
第
二
十
二
回
少

年
式
が
行
わ
れ
た
。

今
年
は
百
七
十
七
人

(
男
子
八
十
二
一
人
、

女
子
九
十
四
人
)
が

対
象
で
、
前
生
徒
会

長
の
清
水
桂
君
が
激

励
の
こ
と
ば
を
述
べ

た
あ
と
、
二
年
生
一

人
一
人
が
決
意
表
明

を
し
て
、
「
自
覚
」

「
立
志
」
「
健
康
」

を
誓
い
合
っ
た
。 ー

長
中
少
年
式

l

~ 

i与~ø

口口口口口口口口口口口口口口口 t

長
浜
町
漁
協
婦
人
ー

部
、
青
年
協
、
港
務

所
職
員
等
あ
わ
せ
て
均

約
八
十
人
が
参
加
し

て
、
二
月
八
日
長
浜

港
船
だ
ま
り
や
そ
の
w

周
辺
の
清
掃
を
行
つ
刈

た
。
海
上
に
は
ナ
イ

ロ
ン
や
ス
チ
ロ
ー
ル
一

な
ど
の
不
法
投
棄
の

ゴ
ミ
が
浮
遊
し
て
お

d

り
、
こ
れ
ら
を
な
く

す
る
よ
う
よ
び
か
け
、

清
潔
な
町
。
つ
く
り
を

め
、
さ
し
た
。

清
潔
な
町
め
ざ
し
て

ー
漁
協
婦
人
@
青
年
協
。
港
務
所
i

大
正
の
頃

大
正
二
一
年
一
月
十
三
日

(
前
略
)
昨
夜
以
来
海
軍

ノ
大
演
習
ノ
如
ク
砲
声
今

朝
ニ
至
ル
マ
デ
小
止
ミ
ナ

カ
リ
シ
ガ
峰
一
一
九
州
桜
島
ノ
噴
火

ナ
リ
ト
カ
一
般
火
山
以
ヲ
降
一
ブ
ス

コ
ト
雪
ノ
如
ケ
一
面
白
ク
ナ
ル
俊
二

人
ル
モ
止
マ
ス
終

H
春
霞
ノ
如
ク

日
光
判
然
セ
ズ
如
何
ニ
モ
不
快
ノ

感
ア
リ
古
老
ノ
知
ラ
ザ
ル
処
ニ
シ

テ
九
州
鹿
児
島
ノ
惨
憎
/
光
景
想
像

二
余
リ
ア
リ
終
日
天
候
不
穏
ノ
感

ア
リ
テ
不
快
ナ
リ

桜
島
は
、
有
志
以
来
五
卜
余
回
の

噴
火
が
あ
っ
た
が
、
文
明
七
二
四

七
五
)
八
二
同
七
六
)
年
、
安
、
水

八
年
(
一
七
七
九
)
及
び
こ
の
た
び

の
大
正
J

一
年
二
九
一
四
)
の
噴
火

は
特
に
有
名
で
あ
る
。
こ
の
年
の
噴

火
で
、
流
れ
た
溶
岩
の
た
め
桜
島
は

大
隅
と
地
続
き
に
な
っ
た
。

大
正
七
年
十
月
六
日
本
日
未
明
ニ

起
キ
テ
障
子
貼
ヲ
ナ
ス
夜
明
ケ
テ

飛
凹
盛
蔵
殿
来
リ
日
ク
本
日
午
前

九
時
迄
一
一
弁
当
持
参
ニ
テ
村
社
へ
鉱

毒
煩
害
要
求
二
関
ス
ル
件
ニ
付
集
合

セ
ヨ
ト
ノ
事
一
一
付
予
ハ
己
ニ
供
餅

ツ
キ
カ
ケ
ア
リ
之
レ
ヲ
終
リ
食
事
シ

テ
直
一
一
村
社
へ
到
ラ
ン
ト
テ
家
ヲ
出

ル
途
中
藤
岡
殿
預
リ
ノ
実
印
ヲ

取
リ
ニ
帰
リ
テ
持
来
リ
ハ
タ
ワ

タ
七
二
テ
本
人
ヘ
返
却
シ
置
キ

三
島
社
へ
到
ル
一
般
モ
二
戸

一
人
謄
援
ト
イ
ウ
事
デ
四
五
十

人
集
会
セ
リ
兎
モ
角
委
員
全
部

ト
外
一
一
二
一
宮
源
平
池
出
与
市
両

人
ヲ
増
員
シ
出
石
鉱
山
へ
談
判

ニ
直
ニ
登
山
ヲ
願
ヒ
尚
地
主

ハ
勿
論
村
内
所
有
地
ア
ル
者
ハ
，
後
ヨ
リ

登
山
応
援
ス
ル
事
ト
ナ
リ
自
分
ハ

今
明
日
ヨ
リ
祭
典
多
忙
ニ
付
池
田
西
山

両
氏
へ
委
任
シ
置
キ
テ
正
午
帰
リ
其

時
幸
夫
モ
大
洲
ヨ
リ
帰
リ
ア
リ
昼
飯

後
又
障
子
貼
リ
終
日
打
カ
カ
リ
晩
餐

後
幸
夫
ハ
出
石
鉱
山
へ
応
援
ニ
蓑
笠
ニ

テ
出
張
セ
、
ン
メ
自
分
ハ
鎌
田
君
ノ
大
病

ヲ
祈
祷
シ
十
一
時
ニ
終
ル
幸
夫
モ
鉱

山
ヨ
リ
帰
リ
談
判
ノ
結
果
ハ
要
求
ノ
損

害
料
ハ
橋
本
鉱
長
ハ
承
諾
セ
ル
モ
大

阪
鉱
主
ヘ
照
会
ス
ル
事
ト
ナ
リ
明
日
電

報
ヲ
発
ス
其
返
答
ニ
ヨ
リ
其
事
解
決

ツ
ク
迄
ハ
橋
本
君
ハ
此
地
ヲ
退
去
セ
ザ

ル
事
ニ
テ
各
退
散
セ
リ
ト
云
フ
自
分

ハ
夫
レ
ヨ
リ
会
計
日
誌
ヲ
ナ
シ
十
二
時

頃
臥
ス

稲
が
実
っ
て
赤
く
な
る
。
魚
が
お
ら

な
く
な
る
。
鉱
宝
口
も
出
た
が
、
鉱
山
で

働
く
人
が
五
百
人
位
も
あ
り
、
工
場
付

近
は
賑
や
か
で
、
豊
茂
は
昭
和
十
六
・

七
年
頃
ま
で
利
害
相
反
す
る
よ
り
得
た

方
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

戦
後
昭
和
二
十
七
年
に
閉
山
し
た
。

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

久
保
七
郎
)
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三玄室3彊量販哩璽圏

表
彰

3解

盟醤璽盟盟国園田置

推
薦
に
城
石
さ
ん

白
滝
も
み
じ
祭
り
撮
影
会

昨
年
十
一
月
十
日
に
白
滝
公
園
で
剖

愛
媛
き
も
の
の
女
王
由
本
あ
か
ね
さ

ん
、
準
き
も
の
の
女
王
横
田
↓
什
子
、
幸
子
さ

安否:ry;~三三豆宣言霊

一
塞
海
と
肱
川
あ
ら
し

テ
レ
ホ
ン
カ

l
ド
発
売

… お知らせ~

長
浜
町
観
光
協
会
で
は
、
自
然
の
風

物
詩
二
日
曜
を
テ
レ
ホ
ン
カ
l
ド
と
し
て

発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

L
た、

金
山
出
石
寺
の
雲
海
と
肱
川
あ
ら
し

の
一
一
種
で
、
と
も
に
大
自
然
の
現
象
と

し
て
全
国
に
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
模
様
を
カ
1

ド
化
し
た
も
の
で

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
次
の
要
領
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
》

{
作
成
カ
1
ド
}
①
出
石
寺
の
帯
一
百
治
(
五

O
度
数
)
千
枚
②
肱
川
あ
ら
し
へ
五

ο

度
数
)
千
枚
{
作
成
時
期
】
一
一
月
末
{
価

格
]
千
七
ソ
ト
(
二
枚
組
)
千
六
百
円

特選に入った松岡梅若さんの[秋彩」

ん
を
モ
デ
ル
に
迎
え
て
、
「
第
三
同
白

滝
も
み
じ
祭
り
撮
影
九
五
」
が
行
わ
れ
、

伊
予
市
の
域
行
義
仁
さ
ん
の
「
円
以
燃
え

ご
」
が
推
薦
に
選
ば
れ
ま
し
た

r

入
賞

者
は
次
の
通
り
。

一
推
薦
}
減
石
義
十
(
伊
予
市
)
{
特
選
}

怯
岡
梅
若
一
山
滝
)
西
岡
健
生
(
内
子

町
)
{
入
選
一
米
間
六
雄
、
菊
池
佐
一
(
以

上
八
幡
浜
市
)
佐
近
勉
(
宇
和
町
)
十
八

野
憲
二
(
松
山
市
)
渡
川
三
川
春
(
大
洲

市
)
{
佳
作
}
伊
藤
貴
清
、
村
i
作
美
(
以

上
西
条
市
)
野
間
董
…
~
今
治
士
巾
)
土
日

福
田
力
一
松
山
市
)
高
橋
U

日
興
{
伊
予
市
)

露
日
泰
幸
(
重
信
町
)
上
満
由
彦
(
白

滝
)
久
保
均
(
戒
川
)
友
沢
正
克
「
長

浜
)
上
甲
幸
司
、
井
上
博
道
、
若
(
片
山
心

(
以
上
大
洲
市
)
藤
凶
寅
雄
、
槽
ぃ
ヤ
義

通
、
城
一
戸
保
、
閣
付
保
友
へ
以
上
内
子

町
)
ム
寸
阿
久
夫
(
五
イ
崎
町
)
松
山
佳

昭
…
(
宇
和
町
)
佐
浮
明
(
八
幡
浜
市
)

板
倉
通
文
(
吉
田
町
)

一
申
込
締
切
日
}
昭
和
六
十
一
年
三
月

十
五
け
(
た
だ
し
、
限
定
販
売
の
た
め

先
着
順
と
し
ま
す
)

{
申
込
先
及
び
ト
刀
法
}
長
浜
町
役
場
経

済
課
内
長
浜
町
観
光
協
会
(
盆
臼
1
1

1
1
1
1
)

マ
受
付
時
間
平
円
8
時

加
分
j

m
時
、
土
曜
8
時
引
け
1

日
時
)

一
現
口
間
引
渡
し
及
び
料
金
支
私
い
】
現

品
到
省
次
第
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。
観

光
協
会
で
現
金
と
引
き
換
、
え
ま
す
。

え
ひ
め
テ
ク
ノ
ピ
ア
博

7
月
初
日

j
8月
門
日

「
ふ
る
さ
と
幻
世
紀
1

可
能
性
へ
の

挑
戦
」
を
テ
l
マ
に
七
月
-
一
十
日
か
ら

八
月
十
七
日
ま
で
愛
媛
県
民
文
化
会
館

お
よ
び
そ
の
凶
辺
で
一
え
ひ
め
テ
ク
ノ

ピ
ア
博
」
が
開
か
れ
ま
す
。

愛
媛
を
中
心
に
肉
瀬
戸
の
未
来
の
安

な
ど
を
表
現
し
た
「
一
7
l
マ
ゾ
l
ン」

ハ
イ
テ
ク
の
代
七
九
的
存
在
で
あ
る
「
ロ

ボ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
一
、
一
二
次
一
冗
の
趨
立

体
映
像
が
見
ら
れ
る
「
テ
ク
ノ
シ
ア

タ
ー
」
な
ど
二
十
一
位
配
の
生
活
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

は
午
前
九
時

A

二
十
分
か
ら
午
後
六
時
三

十
分
ま
で
、
土
曜
、
日
曜
日
は
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
一
一
一
卜
分
ま
で

で
す
。入

場
料
は
次
の
通
り

J

{
大
人
、
一
般
}
前
売
り
手
一
一
一
白
円
マ

当
日
千
五
百
円
一
高
校
、
十
入
学
生
一
前

売
り
へ
汀
円
V
当
日
千
円
{
小
、
中
学

生
一
一
削
売
り
い
ハ
百
円
マ
当
日
八
百
円
{
幼

児
戸
三
歳
以
上
)
}
前
売
り
二
百
円
マ

当
日
三
百
円
一
ン
ル
パ

1
(
」
ハ
十
五
玩

以
上
)
}
前
売
り
六
百
円
マ

4
日
ヒ
百

五
十
円

え
ひ
め
テ
ク
ノ
ピ
ア
博
に
つ
い
て

は
、
愛
媛
新
聞
社
内
「
え
ひ
め
テ
ク
ノ

ピ
ア
博
」
事
務
u
g
0
8
9
9

引

0
8
3
ー
ま
で
お
問
い
ム
円
わ
せ
く
だ
さ

tv 力
、
キ
と
ひ
と
声
か
け
て

審
の
防
犯
運
動

3
月
間
日

1
4月
叫
日

行
楽
シ
ー
ズ
ン
到
米
/
・
春
は
家
族
そ

ろ
っ
て
出
か
け
る
機
公
が
多
く
な
り
ま

す
。
こ
の
季
節
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め

県
下
一
斉
に
春
の
防
犯
運
動
を
実
施
し

ま
す
。空

き
巣
に
注
意
、
乗
物
盗
に
用
心

カ
ギ
と
ひ
と
芦
か
け
て
出
か
け
ま

し
ょ
、
つ
。

少
年
に
愛
の
ひ
と
芦
を

ぶ
川
少
年
、
非
行
少
年
が
増
加
す
る

時
期
で
す
。
行
動
不
審
な
少
年
に
は
ひ

と
戸
か
け
ま
し
ょ
う
。
大
洲
警
察
者

ダ
イ
ヤ
改
正

三
月
三
日
か
ら

国
鉄
で
は
、
一
一
月
三
け
か
ら
全
国
一

斉
に
グ
イ
ヤ
改
正
を
実
施
し
ま
す
。

四
国
で
は
、
子
讃
本
線
一
内
線
(
向
井

原
|
内
子
)
の
開
業
に
ん
け
わ
壮
一
心
改
正

と
な
り
ま
す
の
改
正
の
主
な
も
の
は
も
吠

の
通
り
で
す
c

。
昨
年
の
改
正
で
実
施
し
た
試
行
列
車

(
ご
利
用
の
状
況
を
兄
て
い
た
も
の
)

を
、
定
期
列
車
に
格
上
げ
。
(
一
部
を

除
く
)

。
凹
県
都
周
辺
で
の
普
通
列
車
の
増

OLEo 

ヂ
ミ
ノロ

列
車
の
指
定
日
運
休
(
曜
日
を
指
定

し
て
運
休
)
の
見
直
し
。
急
行
列
車
は
、

指
定
臼
運
休
を
と
り
や
め
、
普
通
列
車

は
指
定
日
運
休
を
減
ら
し
ま
す
。

時
間
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
伊
予
長

浜
駅
(
雪
印
1
0
1
5
6
)

へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い

わ
ら
び
座
公
演

長
高
体
育
館

3
月
5
日

七
年
ぶ
り
に
秋
田
か
ら
民
族
歌
舞
団

「
わ
ら
ぴ
座
」
が
わ
が
町
に
や
っ
て
き

国鉄

一
電
気
器
具
は
コ
ン
セ
ン
ト
一

一

か

ら

使

い

ま

し

ょ

う

一

〉
電
気
器
具
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
ん

ん
使
い
ま
し
ょ
う
。
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
一

~
や
ソ
ケ
ソ
ト
か
ら
た
く
さ
ん
の
器
具

を
使
、
っ
と
、
コ

l
ド
な
ど
が
過
熱
し
一

片
て
火
災
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

f

一
テ
ー
ブ
ル
タ
ァ
プ
や
ソ
ケ
ッ
ト
固
一

ん
コ
1
ド
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
使
え
る
い

ふ
ワ
ッ
ト
数
に
限
度
が
あ
り
ま
す
。
使
〉

叩
え
る
限
度
を
確
か
め
て
使
い
ま
し
ょ
~

九

、

ハ

ノ

戸電
気
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
ぉ

一
近
く
の
四
国
電
力
へ
ど
っ
て

ま
す
。
わ
ら
び
座
は
今
年
三
十
五
周
年

を
迎
え
、
雪
深
い
秋
出
県
仙
北
郡
田
沢

湖
町
に
本
拠
地
を
置
き
、
長
浜
公
演
は

こ
れ
が
二
度
目
で
す
。
今
回
の
作
品
は
、

第
一
部
合
唱
集
「
平
和
へ
の
歌
声
-
第

二
部
民
族
舞
集
「
あ
ら
ぐ
さ
の

H

化
」
た

ち
で
す
。

「
文
化
の
薫
り
高
き
、
豊
か
な
ふ
る

さ
と
を
つ
く
ろ
う
」
を
テ
l
マ
に
、
自

分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
ふ
る
さ
と
を
明

る
く
住
み
よ
い
町
に
、
文
化
あ
ふ
れ
る

も
の
と
な
る
よ
う
、
一
つ
の
目
的
に

向
っ
て
一
人
か
ら
二
人
へ
、
一
人
か
ら

一
一
一
人
へ
と
広
げ
て
い
く
こ
と
で
人
間
性

と
し
て
の
活
気
を
と
り
も
ど
し
た
い
と

い
う
願
い
を
こ
め
て
連
合
青
年
団
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

長
浜
公
演
は
、
二
一
月
五
日
長
浜
高
校

体
育
館
で
午
後
七
時
か
ら
行
わ
れ
ま

す
c

入
場
料
は
、
一
般
二
千
円
、
中
・

高
佼
生
千
三
百
円
、
小
学
生
千
円
で
す
。
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駐
車
・
は
み
出
し
禁
止

喜
多
灘

l
須
沢
間

国
道
三
七
八
号
線

国
道
三
七
八
号
線
の
う
ち
喜
多
灘
駅

前
か
ら
須
沢
地
区
入
口
付
近
(
旧
町
内

は
除
く
)
ま
で
は
こ
の
た
び
駐
車
禁
止

仁fJ崩IJ

一
、
応
募
資
格
U

十
八
歳
以
上
、
一
一
十
一

五
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
心
身
一

共
に
健
全
な
男
子
で
、
中
学
校
卒
業
以
一

上

の

円

子

力

の

あ

る

者

。

一

二
、
試
験
期
日
お
よ
び
試
験
場
日
受
付
一

の

と

き

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

一

三
、
試
験
科
目
H
筆
記
試
験
(
国
語
、
一

数
学
、
社
会
、
作
文
)
・
身
体
検
査
・
一

口

述

試

験

'

適

性

検

査

一

四
、
そ
の
他

H
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
一

場
住
民
課
ま
た
は
、
自
衛
隊
愛
媛
地
万
一

連
絡
部
大
洲
募
集
事
務
所
吾
川
社

4

一

1
2
3
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
じ

h
t
P
I
M
-
-
M
F
I
M
F
t
M
F
i
w
r
ν
'
L
j
i
l
j
f
い
J

1

陸
@
海
@
空

昭和614'3月1[1発行(毎月 l日発行)昭和61年3JJ号広報 な が は ま

ゑ
後
奴

V〆

亘
実
認
藤弘警

お
よ
び
右
側
は
み
出
し
禁
止
(
通
行
区

分
規
制
)
区
域
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
年
十
+
一
月
十
二
日
に
決

定
し
た
も
の
で
、
標
識
、
標
示
な
ど
が

完
成
す
れ
ば
取
り
締
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。最

近
国
道
沿
い
に
お
け
る
交
通
死
亡

事
故
が
多
発
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ

う
に
規
航
す
る
も
の
で
す
。
一
人
ひ
と

り
が
注
意
し
て
、
町
内
か
ら
交
通
事
故

ψ|語イ主

ソ
フ
ル

婚
咽
届
時
年
齢

月斤

氏

名

(
む
茂

子
ト
須
戒

J

長

浜

(
ざ
わ

上
満
員
文
(
三
二

永
井
け
い
L

J

(

二
九
)

山
口
長
年
一
六

O」

新
田
ヒ
メ
ノ
(
五
の
)

漬
田
穀
「
一
九
)

藤
本
由
美
(
一
六
)

を
な
く
す
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
へ

黒長白イ主

回 j兵 j竜見斤

(打r~~工一一一~: 1、正f骨 噂 オμ 力的ウンル夕←一i -邑::::J~ナ4

l' ~ お客様から NTTに対するご意見、ご要望

をお待ちしております。お気軽に電報電話同

へお立ち寄りください。

NTT伊予長浜電報電話局

追起しのための右側部分

はみ出し通行禁止

CE: 

近 未 稀 な る 厳 寒であった。

存よ来い、早く来 い、と願っ

ている内、春が来た、春が予|モ

た、どこに来たの:季節になっ

た。春の小川はさらさらいく

ようになる。 J令えりJ-)た長J兵

出Jの産業経済界も正に この よ

うに春を待ちこ がれとし叶姿

で、あろう oA春の喜 び の 表 現

(よ京謡が最高だ。春の呂覚め、

山三泰の歌も捨て難いが大人に

なると春を営利売買の士、JJ裂と

考え Q ようになるのは↑古ない。

生命が芳ぷ;'i、生き生e:と生

;長発育するう主を清浄に眺め素

直に喜よ呑ごあつ で欲 Lい o

A この季節へ年夜十くを企持 Jて

来て卒業や入学、抗戦、章式問等

人 生の重大事件を 配したのは

人間の知恵の中では優秀な使

い よう であ った と忠われる。

9月卒業説なども出ていたが

恐広三〈定着することはない fだ↓ 

ろ)0 A邑生成発展の春でで、ある

と共に士丈たニ行そ芳猿車来jの春でもある。

花見に、 I或茨は

とど守こでで、 FをLJIJいてよいやら分

らぬような力ラオ ケばかりに

頼らないご， 11与 には童謡に声

を揃えて-，f-{;を業 L人だらど

うだ。己れも童心に返り、子

供達にも心の通う大人だと見

直されて、世の中少しは和や

カ3 さをf広げること にlまならな

いだろうか。

お
誕
生
お
め

1
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

保

護

者

氏

名

続

柄

兜

名

人

チ

坊

小

前

学

渉

今

川

矢

野

上

和

雄

郁

美

れ

川

曽

我

久

男

健

太

戒

川

城

本

一

以

↓

幸

恵

長

浜

大

瀧

智

士

明

日

香

イ主

長 長 長 長 長
女女男女男

お
く1

月
届
出
分
(
政
祢
時
)

氏

名

死

t
時
年
齢

毛
塚
佐
一
郎
(
九
七
)

大
本
千
治
(
二
二
一
)

山
本
ウ
メ
子
(
四
六
、
一

長長以豆長r'i'， (J 櫛 黒
柴

浜浜 iEr交 ;Jモ(毎;竜生 出

山
本
英
一
一

窪

マ

チ

ヱ

松
田
梅
次
郎

清

水

千

徳

谷
口
チ
ア
キ

中

伸

忠

明

大
野
リ
ヨ

木
村
利
根
雄

鶴

崎

有

為

松

本

勝

丸

11 

(一一(
八
九
)

(
九
一
)

(
八
四
)

(
九
二

(
八
七
)

(
九
四
)

(
七
一
)

(五一一)

(
八
二岱 52-0000

隅
懐
附
刷
。

小
川
の
水
も
ぬ
る
み
、
つ
ぼ
み
も
膨

ら
み
、
木
々
の
緑
が
日
ご
と
に
色
め
く

季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
新
年

早
々
寒
か
っ
た
せ
い
か
、
木
々
の
緑
が

い
っ
そ
う
あ
ざ
や
か
に
見
え
ま
す
。
宮
本

い
関
じ
っ
と
耐
え
て
こ
の
春
が
来
る
の

を
待
っ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

庭
先
へ
き
て
美
し
い
音
色
を
聞
か
せ

て
く
れ
る
う
ぐ
い
す
だ
っ
て
、
寒
い
冬

を
じ
っ
と
耐
え
て
木
の
け
万
が
動
き
出
す

の
と
同
時
に
や
っ
て
き
ま
す
。
「
最
近

の
子
供
た
ち
は
季
節
感
を
知
ら
な
い
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
中
で
生
き
て
い
る
我
々

・
:
。
自
然
か
ら
学
び
と
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
生
も
苦
し

い
冬
の
季
節
を
乗
り
越
え
て
初
め
て
暖

か
い
春
が
や
っ
て
き
ま
す
。
も
う
一
度

山
然
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
み
た
い
も
の

で

オ

(

お

)前月との比較

21人減

/12入i成¥
¥ 9人減1

7世fffi成

人口世 帯 数

人口をふやしましよう

世帯数


